
９／２５（金） ４年 ２組 国語「ごんぎつね」
単 元 名： 登場人物の気持ちの変化を読み取ろう。
指導事項：友達の創作した物語を、交流する視点を基に、良いところを伝えること

【主体的に学習に取り組む態度】

「深い学び」みるみるシート 名前【 】

子どもの変容
教師のはたらきかけ
（「しかけ」の活用を含む）

「深い学び」と言える理由 「深い学び」を導くためのポイント

本年度の研究テーマ 共にことばの力を育み主体的に学ぶ子ども
～めあてにせまるしかけづくりの授業～



「深い学び」みるみるシート（例）

子どもの変容 教師のはたらきかけ

「深い学び」と言える理由 「深い学び」を導くためのポイント

【●●さん】
ずっと同じ場面を読んで「ごんは嬉しかった」
と考えて止まっていたが、前の場面を読んだり
ノートを見返したりしながら再思考し始めた。
そして、既習の内容から、ごんの兵十への思い
の高まりを確認し、「嬉しさもあったけど、
もっと兵十に近づきたかったという思いもあ
る」と考えを変えた。

【〇〇先生】
「あれ？ごんと兵十の関係は、最
初の場面からずっと同じだったっ
け？どうだったっけ？」と、机間
指導しながら全員に聞こえるよう
につぶやいた。

他の場面と結び付けたり比較したりし
ながら再思考を始め、考えを深めたか
ら。

既習の内容と行ったり来たりしながら考えるこ
とを促す教師の「つぶやき」や「追発問」。
（大きな発問でなくてよい）

10／1（木） ４年１組 国語 「ごんぎつね」
単 元 名： 気持ちの変化に着目して読み、感想を書こう。
指導事項： 登場人物の気持ちの変化や性格、情景について、場面の移り変わりと結び

付けて具体的に想像すること。 【思判表C（１）エ】



現行の学習指導要領では、「主体的、対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善の推進が示されて
います。
しかし、それは道半ば。
次期学習指導要領では、とりわけ「深い学び」にスポットを当て、「『深い学び』の実装」がうたわれます。
「実装」というのは、一層の具現化・深化を図るということです。

このように、「深い学び」を追究していくわけですが、子どものどんな状況が「深い学び」であるのか、私た
ちがイメージできなければ、「深い学び」を生み出す授業はつくれませんよね。
そこで、「深い学び」みるみるシートを用意しました。
このシートは、授業中の子どもの「深い学び」を見つけて、授業改善の見通しにつなげるためのシートです。

書き方は・・・
【子どもの変容】には、例のように、子どもの学びが深まった「事実」を書いてください。一人の子どものこと
でもグループのことでもかまいません。
【教師のはたらきかけ】には、その子どもの学びを深めた先生のはたらきかけ（発問、問い返し、つぶやきな
ど）について書いてください。
【「深い学び」と言える理由】には、なぜその子どもの学びが深まったと言えると考えたのか、理由を書いて
ください。

【「深い学び」を導くポイント】には、それらのことをふまえて、自分自身が授業をする上で、どんなことを意
識すれば子どもの深い学びを導けるのか、「深い学び」を導くためのポイントについて書いてください。この
一般化が、自身の授業改善につながります。

授業観察時に、このシートを持ち歩いて書いてください。
授業後の研究協議では、このシートを用いて協議し、一人ひとりの先生が「深い学び」の実装に向けた授
業改善の見通しをもてるようにしましょう。
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